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っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
米
軍
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
土
か
ら

撤
退
し
、
極
東
の
軍
事
地
図
が
書
き
換
え
ら
れ
た
。
将

来
の
富
士
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
、
厚
木
基
地
を
は
じ
め

と
す
る
在
日
米
軍
の
戦
略
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
も

あ
る
。

　

も
し
江
戸
時
代
の
よ
う
な
噴
火
を
す
れ
ば
二
兆 

五
、〇
〇
〇
億
円
の
被
害
が
発
生
す
る
、
と
内
閣
府
は

試
算
し
た
が
、
こ
れ
で
も
過
小
評
価
で
は
な
い
か
と
火

山
学
者
は
考
え
て
い
る
。
富
士
山
の
噴
火
は
首
都
圏
だ

け
で
な
く
関
東
一
円
に
ま
で
影
響
が
出
る
。
そ
の
噴
火

予
知
と
対
策
は
我
が
国
の
重
要
な
危
機
管
理
項
目
な
の

で
あ
る
。 

　

現
在
、
富
士
山
の
地
下
二
〇
㌔
㍍
に
は
、
高
温
の
マ

グ
マ
が
た
ま
っ
た
ポ
ケ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
「
マ
グ
マ
だ

ま
り
」
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
摂
氏
一
、〇
〇
〇
度
に
熱
せ

ら
れ
た
液
体
の
マ
グ
マ
が
大
量
に
存
在
し
、
こ
れ
が
地

表
ま
で
上
が
っ
て
く
る
と
噴
火
が
始
ま
る
。

　

噴
火
の
前
に
は
必
ず
前
触
れ
と
な
る
現
象
が
観
測
さ

れ
る
。
最
初
に
、
マ
グ
マ
だ
ま
り
上
部
で
「
低
周
波
地

震
」
と
呼
ば
れ
る
ユ
ラ
ユ
ラ
揺
れ
る
地
震
が
起
き
る
。

こ
れ
は
人
体
に
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
小
さ
な
地
震
だ

が
、
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
た
マ
グ
マ
の
活
動
が
始
ま
っ

た
と
き
に
起
き
る
。

　

次
に
マ
グ
マ
が
上
昇
し
て
く
る
と
、
通
路
（
火
道
）

富
士
山
噴
火
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

江
戸
で
は
五
㌢
の
厚
さ
に
な
っ
た
。
火
山
灰
は
二
週
間

以
上
も
降
り
つ
づ
き
、
昼
間
で
も
う
す
暗
く
な
っ
た
。

　

い
ま
富
士
山
が
噴
火
し
た
ら
、
江
戸
時
代
と
は
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
大
被
害
が
出
る
。
富
士
山
の
風
下
に

あ
た
る
東
側
に
は
、
東
京
や
横
浜
な
ど
政
治
経
済
の
中

心
地
が
あ
る
。
ハ
イ
テ
ク
の
高
度
情
報
都
市
は
、
実
は

火
山
灰
に
最
も
弱
い
。
細
か
い
火
山
灰
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
入
り
込
ん
で
ダ
ウ
ン
さ
せ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

　

ま
た
、
何
十
日
も
舞
い
上
が
る
火
山
灰
は
、
通
信
・

運
輸
を
含
む
都
市
機
能
に
大
混
乱
を
も
た
ら
す
。
目
の

痛
み
や
気
管
支
喘
息
を
起
こ
す
人
が
続
出
し
、
医
療
費

が
一
気
に
増
大
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
火
山
灰

は
航
空
機
に
と
っ
て
も
大
敵
だ
。
上
空
高
く
舞
い
上
が

の
途
中
で
ガ
タ
ガ
タ
揺
れ
る
タ
イ
プ
の
地
震
が
起
き
る
。

人
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
「
有
感
地
震
」
で
あ
る
。
地

震
の
起
き
る
深
さ
は
、
マ
グ
マ
の
上
昇
に
と
も
な
い
次

第
に
浅
く
な
っ
て
ゆ
く
の
で
、
マ
グ
マ
が
ど
こ
ま
で
上

が
っ
て
き
た
か
が
分
か
る
。

　

そ
の
後
、
噴
火
が
近
づ
く
と
「
火
山
性
微
動
」
と
い

う
細
か
い
揺
れ
が
発
生
す
る
。
こ
れ
は
マ
グ
マ
が
地
表

に
噴
出
す
る
直
前
で
起
き
る
も
の
だ
が
、
噴
火
ス
タ
ン

バ
イ
の
状
態
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

富
士
山
で
は
地
下
一
五
㌔
㍍
と
い
う
深
部
で
と
き
ど

き
低
周
波
地
震
が
起
き
て
い
る
が
、
マ
グ
マ
が
無
理
や

り
地
面
を
割
っ
て
上
昇
し
て
く
る
様
子
は
ま
だ
な
い
。

富
士
山
で
は
噴
火
の
お
よ
そ
一
カ
月
前
に
こ
う
し
た
現

象
が
起
き
始
め
る
の
で
、
事
前
に
必
ず
把
握
で
き
る
。

日
本
の
火
山
学
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
な
の
で
、
直
前

予
知
は
十
分
に
可
能
な
の
だ
。

　

私
た
ち
専
門
家
は
「
火
山
学
的
に
は
富
士
山
は

一
〇
〇
％
噴
火
す
る
」
と
説
明
す
る
が
、
そ
れ
が
い
つ

な
の
か
を
前
も
っ
て
言
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
噴

火
予
知
は
地
震
予
知
と
比
べ
る
と
実
用
化
に
近
い
段
階

ま
で
進
歩
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
一
般
市
民
が
知
り
た

い
「
何
月
何
日
に
噴
火
す
る
の
か
」
に
答
え
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
お
お
よ
そ
、
低
周
波
地
震
の
数
週
間
か

ら
一
カ
月
後
に
は
噴
火
が
始
ま
る
可
能
性
が
高
い
、
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

噴
火
は
直
下
型
地
震
と
違
い
、
あ
る
日
突
然
襲
っ
て

っ
た
火
山
灰
は
、
偏
西
風
に
乗
っ
て
は
る
か
東
へ
飛
来

す
る
。
羽
田
空
港
は
も
と
よ
り
成
田
空
港
ま
で
も
が
使

用
不
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
富
士
山
の
近
傍
で
は
、
噴
出
物
に
よ
る
直
接

の
被
害
が
予
想
さ
れ
る
。
富
士
山
の
す
ぐ
南
に
は
東
海

道
新
幹
線
と
東
名
高
速
道
路
が
走
っ
て
い
る
。
溶
岩
流

や
土
石
流
が
静
岡
県
側
に
流
れ
出
せ
ば
、
こ
れ
ら
が
寸

断
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
首
都
圏
を
結
ぶ
大
動
脈
が
何

日
も
止
ま
れ
ば
、
経
済
的
に
も
甚
大
な
影
響
が
出
る
。

　

か
つ
て
火
山
の
噴
火
が
、
国
際
情
勢
に
影
響
を
与
え

た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
九
一
年
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ピ
ナ

ト
ゥ
ボ
火
山
の
大
噴
火
で
は
、
風
下
に
あ
っ
た
米
軍
の

ク
ラ
ー
ク
空
軍
基
地
が
火
山
灰
の
被
害
で
使
え
な
く
な

く
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
現
在
の
観
測
態
勢
は
完
璧

で
は
な
い
が
、
数
カ
月
前
か
ら
で
る
前
兆
現
象
を
現
在

の
予
知
技
術
は
見
逃
さ
な
い
。
我
々
は
二
四
時
間
態
勢

で
観
測
機
器
か
ら
届
け
ら
れ
る
情
報
を
も
と
に
、
富
士

山
を
見
張
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
状
態
は
直
ち
に
噴

火
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

　

自
然
災
害
で
は
、
何
も
知
ら
ず
に
不
意
打
ち
を
食
ら

っ
た
と
き
に
被
害
が
一
番
大
き
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

富
士
山
の
噴
火
に
対
し
て
も
、
前
も
っ
て
最
新
の
情
報

を
得
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
。
火
山
灰
が
降
っ
て
き
て

か
ら
で
は
遅
い
の
で
、
平
時
の
う
ち
に
準
備
す
る
の
が

防
災
の
鉄
則
で
あ
る
。

　

日
本
は
火
山
国
と
い
っ
て
も
実
際
に
噴
火
を
見
た
人

は
そ
う
多
く
は
な
い
。
人
は
経
験
の
な
い
こ
と
に
直
面

し
た
時
に
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
や
す
い
。
日
本
に
は

一
一
〇
個
の
活
火
山
が
あ
る
が
、
富
士
山
に
限
ら
ず
自

分
が
住
む
地
域
の
近
く
に
あ
る
火
山
に
つ
い
て
知
っ
て

お
く
こ
と
が
重
要
だ
。
私
自
身
も
『
富
士
山
噴
火
』（
講

談
社
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス
）、『
も
し
富
士
山
が
噴
火
し
た
ら
』

（
東
洋
経
済
新
報
社
）、『
京
大
人
気
講
義　

生
き
抜
く
た

め
の
地
震
学
』（
ち
く
ま
新
書
）
な
ど
の
入
門
書
で
、
噴

火
災
害
に
関
す
る
知
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
注

力
し
て
き
た
。
遠
回
り
な
よ
う
で
い
て
も
、
正
確
な
知

識
は
い
ざ
と
い
う
時
に
役
に
立
つ
。
世
界
文
化
遺
産
へ

の
登
録
を
機
に
、
富
士
山
の
火
山
学
に
つ
い
て
も
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
。

　

今
年
六
月
に
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
日
本
を
代
表
す
る
火
山
が
全
世
界
的
に
認
知
さ
れ

た
こ
と
を
、
火
山
学
者
と
し
て
心
か
ら
喜
び
た
い
と
思

う
。
一
方
で
、
富
士
山
は
我
が
国
有
数
の
大
噴
火
を
起

こ
し
た
活
火
山
で
あ
り
、
い
っ
た
ん
噴
火
を
す
れ
ば
そ

の
影
響
も
甚
大
で
あ
る
。
今
回
は
溶
岩
や
火
山
灰
が

一
〇
万
年
も
か
け
て
積
も
っ
て
で
き
た
巨
大
な
富
士
山

の
噴
火
の
可
能
性
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
。

　

富
士
山
は
江
戸
時
代
に
大
噴
火
を
し
た
。
今
か
ら

三
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
一
七
〇
七
年
、
大
量
の
火
山
灰
が

富
士
山
の
東
方
に
降
り
積
も
っ
た
。
横
浜
で
一
〇
㌢
、

歴
史
時
代
の
富
士
山
噴
火

世
界
文
化
遺
産・富
士
山
の
噴
火
の
可
能
性
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